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1950 年代、資材所要量計画（あるいは“ＭＲＰ”）と呼ばれる方法は、製造業の世界を永続的に変化させました。しかし、時代

は変わりました－顧客の許容時間はより短くなり、製品が多様化・複雑化し、サプライチェーンが世界中に広がっています。  

ＭＲＰはこの”新しい標準（New Normal）“では劇的に失敗しています。  

「需要主導型ＭＲＰ、第 2 版」では、1950 年代の概念を現代に効果的に取り入れた、サプライチェーンを計画し実行するため

の、実践的で確かな新しい方法を提示します。DDMRP の基盤は、関連資材の流れの創造、保護、加速間の連結や、新しい標

準において資産パフォーマンスへの収益を促進するための情報に基づいています。  

DDMRPは、革新的な多段階- “ポジション、プロテクト、プル“-アプローチを活用し、所有権、市場、技術、販売、そして供給

ベースに注意が払われたまま、今日のより複雑な供給シナリオの中で、在庫量を計画し資材を管理するのを助けます。これは、

会社が供給注文の予測誤差をなくし、実際の市場要求に沿って構築することを可能にし、計画と実行のレベルでより良くより早

い決断と行動を促進させます。DDMRPは、メジャーなグローバル企業 1000社で既に活用されています。本書は、ＤＤＭＲＰの

決定版書籍です。認定需要主導型計画者（CDDP）プログラムをうけるすべての人たちのためのコースウェアとして必要になるで

しょう。  

New Features in Version 2 
•Completely new Chapter 13, introducing the Demand Driven Adaptive Enterprise (DDAE) Model
•New Appendix E: The Innovations of DDMRP
•New and revised graphics scattered throughout the book
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ＤＤＭＲＰの発信！

＜著者へのインタビュー＞ 

IP: DDMRPは、サプライチェーンマネジメントの革命的な
新しい方法であり、あなたがたの著書は、このホットトピッ
クに関する決定書と考えられています。それはどういうこと
ですか？
タック＆スミス：世界は、1960年代初頭におけるMRPの発明以来劇

的に変化しましたが、ＭＲＰは変わっていません。毎日のように、企

業は、時代遅れで効果のない不適切な一連のルールに基づいて、

数十億ドルのサプライチェーンと製造活動を計画しています。証拠

は私たちの目の前にあります：これらのスプレッドシート計画の拡散

は、社員が自分たちの計画システムが教えてくれることをどのくらい

信用していないかをまさに示しています。答えは単に「ただシステム

を使用せよ」ではないのです。彼らは、もしシステムが言うことに従っ

ていると長くはないだろうと分かっているのです。答えはまた、単に

「より良いことを推察せよ」でもありません。なぜでしょう？変動性と複

雑さ（その多くは自らによります）は、私たちが補うよりも速い速度で

拡大しています。徹底的な基本的計画の見直しが必要です。ＤＤ

ＭＲＰに入りましょう。

DDMRPは、ブルウィップ（鞭）効果を生じさせる需要信号の歪みと供

給継続の変動に対処するための直観的で実践的かつ実証済みの

方法です。これは需要主導型適応システムと呼ばれるより大きなフ

レームワークの最初のステップで、私たちが今日目にしている複雑

で変動しやすいサプライチェーン環境の中で、企業に持続可能で

成長可能な道を描かせます。DDMRPの基礎は、「すべての利益は

関連情報の速さに正比例する」というジョージ・プロスルの製造業の

最初の法則に基づいています。DDMRPは、ビジネスの戦略的かつ

戦術的な範囲において、関連情報および資材を生産する在庫ポジ

ションとメカニズムをともなった需要主導型サプライチェーンモデル

をデザインし実行します。この方法論は、すでに多くの成功したグロ

ーバル企業1000社で使用されています。

IP: DDMRP を使用している組織の例と、それが企業の生
産性と利益をどのように改善しているのか教えていただけ
ますか？ 
タック＆スミス：DDMRPを実行している看板がいくつかあります。話

せるところもありますが、話せないところもあります。 消費者製品分

野では、米国内のほぼすべての家庭に DDMRP の実施を通したア

イテムが少なくとも 1 つはあります。ボトックスのメーカーのアラガン

は、最初の DDMRP 実施の結果を発表しました。驚くほど変動のあ

る内外環境の中で、DDMRPにより 30+％の在庫を削減し、配送ネッ

トワークへの時間短縮を 50％以上、サービスレベルは 99+％と報告

しました。ミシュランは、北米とヨーロッパで一連のDDMRP実施を開

始しています。ブリティッシュ・テレコムは事業全般に DDMRP を導

入しています。来年中には、結果や経緯を共有する他の多くの大

企業が現れることでしょう。 

IP: DDMRPは小規模な組織にとって効果的ですか？一
部の業種により適しているのですか？世界的な規模で採
用されていくと見込んでいますか？  

タック＆スミス：それは「小規模」で何を意味するのかにかかってい

ます。私たちの経験では、DDMRPは、サプライチェーンを通した供

給発注の生成と管理に従事し、取り組み始めている企業にとって、

非常に効果的です。彼らは近代的あるいは旧式の計画システムを

備えているでしょうが、それらのスプレッドシートを超えることができる

のです。

DDMRPは、既に世界規模で採用されています。オーストラリア、ア

ジア、アフリカ、ヨーロッパ、北米、南米には著名なDDMRP実施例

があります。これは、ソフトウェア企業が、DDMRP仕様に準拠してコ

ードを作成するにつれて、ますます拡大し続けるでしょう。完全準拠

の企業リストは、コンプライアンスを要求する企業リストと同様に急速

に増加しています（私たちは彼らをまだ評価していません）。

IP: DDMRPに関する認定プログラムはありますか？もしあ
れば、マネージャーたちは何を知る必要がありますか？  
タック＆スミス: DDMRP の原則によって参加者を訓練する国際認

定の 2 つのプログラムがあります。認定需要主導プランナー/CDDP

（Certified Demand Driven Planner）プログラムは、Demand Driven

Institute と国際サプライチェーン・エデュケーション・アライアンス

（ISCEA）との共同でおこなっています。私たちは、世界中で 40人の

推薦指導者をかかえており、数名は大企業へも配属されています。

プログラムを通過する人たちは、戻ってすぐに自社に影響を与える

ことができます。CDDPは、2015 年および 2016 年のサプライチェー

ン計画認定プログラムのガートナー・マーケット・ガイドにおける 10

プログラムのうちの 1つです。

認定需要主導リーダー/CDDL（Certified Demand Driven Leader）プ

ログラムは、シニア・ミドルレベルのオペレーション、サプライチェー

ン、セールス、マーケティング、および財務のマネージャーに需要

主導型運営モデル（DDOM）を設計、実施、維持する能力を備えさ

せます。プログラムは、計画、運営、流通、財務に及びます。

認定需要主導リーダー/CDDＬプログラムは、2 日間にわたりコンタ

クト 10 時間に 7 つのモジュールで構成されています。テストは、ス

ケジューリングされたテストセッションを通してコース終了後、ISCEA

の安全な iProctorシステムを通じて行われます。

“この本はダイナミックな適応型サプライチェーンを通した新しいライフスタイルの究極の参考資料だ” 

タックとスミスは、DDMRPの開発と本書の執筆により、サプライチェーンマネジメントに共通認識を導入し、共通の慣行を打ち破りました。もし

あなたの会社が、サプライチェーンを通して変動性や不確実さに直面していて、将来が過去のように少しでも見えるのであれば、この本は答

えを持っているでしょう。DDMRPは、今日の複雑かつ変動的なサプライチェーンにおけるプラニングの将来を代表しています。伝統的なプラ

ニングアプローチにおいて固有の欠陥が顕示され、現代的適応型サプライチェーンで解決されます。これは、需要主導適応概要と、需要主

導販売および運営プラニングの中枢な立場で、プラニングのための単なるより良い方法というだけではなく、今日の過競争的環境において組

織を運営するより良い方法です。運営と戦略は、いまや容易かつ現実的に双方向に結びつくことができ、両者が株主持分への最大リターン

のため、重要な変化に対応することを可能にします。 —Dick Ling, S&OP コンサルタント、「Orchestrating Success」の著者
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